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よ
り
多
く
の
ガ
ソ
リ
ン
を
消
費
し
て
、　
一

般
の
方
は
ま
る
で
非
国
民
の
よ
う
に
思
わ

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
長
く
大
切
に

１
台
の
ク
ル
マ
を
乗

っ
て
い
る
こ
と
こ
そ
、

本
当
の
エ
コ
だ
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

こ
う
い
っ
た
古
き
良
き
ス
ー
パ
ー
カ
ー
を

貴
誌
で
は
こ
れ
か
ら
も
多
く
紹
介
し
て
い

っ
て
下
さ
い
。
　

　

（Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｄ
Ａ
）

●
俺
の
愛
車
ピ
ン
ビ
ー
だ

っ
て
４０
年
前
の

ク
ル
マ
だ
か
ら
さ
、
税
金
も
高
え
―
よ
。

古
い
ク
ル
マ
こ
そ
減
税
対
象
車
だ
よ
な
。

●
い
ま
は
黒
で
す
が
金
＝
　
あ
え
て
ブ
ラ

ッ
ク
、
ゴ
ー
ル
ド
と
は
呼
び
ま
せ
ん
。
黒

プ
ラ
ス
金
、
か
な
り
好
み
～
。
や
っ
ぱ
り

オ
ー
ナ
ー
さ
ん
出
て
る
と
、
え
り
も
い
つ

か
！
　
っ
て
思
い
が
強
く
な
り
ま
す
ね
。

そ
ん
で
そ
ん
で
そ
ん
で
…
。
新
宿

一
夜
、

話
題
に
出
さ
せ
て
頂
い
て
す
ご
く
嬉
し
か

っ
た
で
す
ん
っ
―（新

潟
県
／
え
り
し
ゃ
ん
）

■
ス
テ
ッ
カ
ー
、
大
事
に
し
て
く
だ
さ
い

・
こ
の
本
は
と
て
も
フ
ェ
ラ
ー
リ
が
載

っ

て
い
て
、
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。
フ
ェ

ラ
ー
リ
だ
け
で
も
高
い
の
に
、
そ
れ
を
力

ス
タ
ム
す
る
人
は
凄
い
お
金
持
ち
だ
な
あ

と
思
い
ま
し
た
。
マ
ク
ラ
ー
レ
ン
と
い
う

ク
ル
マ
も
好
き
で
、
改
め
て
カ
ッ
コ
い
い

な
と
思
い
ま
し
た
。
あ
と
、
ア
ス
ト
ン
マ

ー
チ
ン
の
特
集
も
し
て
欲
し
い
で
す
。
あ
、

シ
ボ
レ
ー
も
お
願
い
し
ま
す
。
大
人
に
な

っ
た
ら
フ
ェ
ラ
ー
リ
４
５
８
を
買
い
た
い

で
す
。
　

　

　

（奈
良
県
／
そ
う
ベ
ー
）

●
‐２
歳

っ
て
の
は
小
６
？
　
中
１
？
　
シ

ボ
レ
ー
な
ら
姉
妹
紙
の
Ａ
カ
ー
ズ
に
い
っ

ば
い
載

っ
て
る
よ
。
フ
ェ
ラ
ー
リ
な
ら
ロ

ッ
Ｏ
に
い
っ
ぱ
い
載

っ
て
る
の
に
Ｆ
ロ
ー

ド
を
買
う
と
こ
ろ
が
Ｆ
ロ
ー
ド
読
者
ら
し
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次のレースは恐らく秋になるので(笑 )、

作業は相変わらずのんびりと進んでいま

す。今月の作業はタコメーターの取り付け

とダッシュボードの固定だけ。でもこの位

のベースが楽で助かるなぁ 。

今
回
は
予
主
口ど
お
り
、
タ
コ
メ
ー
タ
ー
の

取
り
付
け
を
行
な
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
部

品
は
前
の
ダ
ッ
シ
ュ
で
使
っ
て
い
た
オ
ー
ト

メ
ー
タ
ー
製
の
タ
コ
メ
ー
タ
ー
を
そ
の
ま
ま

移
植
し
ま
す
。
こ
の
タ
コ
メ
ー
タ
ー
、
大
き

く
て
見
や
す
い
し
、
シ
フ
ト
ラ
イ
ト
も
使
え

る
の
で
、
レ
ー
ス
用
の
Ｖ
Ｗ
で
は
定
番
パ
ー

ツ
の
ひ
と
つ
な
ん
で
す
よ
。

最
初
の
予
定
で
は
、
シ
´
ブ
ル
な
ア
ル
ミ

の
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
上
に
巨
大
な
オ
ー
ト
メ

ー
タ
ー
の
タ
コ
メ
ー
タ
ー
載
せ
る
の
は
格
好

悪
い
よ
う
な
気
が
し
て
い
た
の
で
、
運
転
一席

側
の
ロ
ー
ル
ケ
ー
ジ
に
取
り
付
け
よ
う
か
？

と
考
え
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
実
際
に
試
し
て
み
た
と
こ
ろ
、

結
構
視
界
を
妨
げ
る
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は

ス
テ
ア
リ
ン
グ
操
作
の
邪
魔
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
こ
と
が
判
明
。
結
局
は
写
真
の
よ
う

に

一
番
見
や
す
い
ダ
ッ
シ
ュ
の
上
に
取
り
付

け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

草
レ
ー
ス
に
使
う
と
な
る
と
、
こ
の
他
に

最
低
限
油
温
計
は
必
要
だ
し
、
油
圧
計
が
あ

る
と
さ
ら
に
安
心
で
す
。
空
冷
ビ
ー
ト
ル
の

場
合
、
チ
ャ
ー
ジ
ラ
ン
プ

（充
電
警
告
灯
）

が
ベ
ル
ト
切
れ
警
告
灯
を
兼
ね
て
い
る
の
で

す
が
、
現
状
で
は
ち
ょ
っ
と
速
く
て
見
難
い

の
で
、
も
う
少
し
見
や
す
い
場
所
に
追
加
す

る
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

さて、今回はこのシンブルなインテリアにオート

メーターのタコメーターを取り付けます。最初は

運転席側のロールバーに取り付けようかと思っ

たのですが、試してみたら結構邪魔になることが

判明。他の場所に取り付けるしかあ
'り

ませんね。

山崎社長と衛くんにどこに取り付けるのが良いの

か検討していただいたところ、やはリー番見やす

いダッシュの中央に取り付けるのが無難だろうと

いうことになりました。山崎社長の意見もあり、左

右の角度も調整できるようにすることにしました。

タッシュボード自体はまだイ反固定のグラクラな】犬

態で、タコメーターのよう1こ重ぃものを取り付ける

ことはできません。そこで、メーターを取り付ける前

に、このアルミの板を加工してステーを作り、ダッ

シュをボディに固定することにしました。

ボディ側には元々オリジナルのタッシュボードを

固定していた突起があるので、今回の新しいダッ

シュもそれを禾J用 して固定することにしました。振

れ止めの意味もあって、ステーはかなり長めの余

裕を持ったサイズ0年っておくことにしました。

e
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ダッシュはこんな感じでボディと固定します。ボ

ディ側はオリジナルのタッシュの固定で使用され

ていた音Б分に、セルフタンピングのネジで固定しま

した。この部分はロールケージのカバーで隠れる

ので、隙間もあまり気にならないでしょう。

タコメーターの取り付け部分の補強&角度を左

右に振れるようにするため、裏側にベースとなる

鉄板を入れて、上下から挟み込んで固定する方

法をオ采用しました。ベースにタンプを立て、上面か

ら締めたり、弛めたりできるようにしておきます。

作業をするときに怪我をしたくないので、両頭グラ

インダーでステーのエッジの部分にRを付けてお

くことにしました。グラインダーを使うときは、砥石

がフラントに均等に減るように注意しましょう。ア

ルミなんで金属ヤスリでも加工できます。

く
て
素
敵
だ
ご

ラ
ン
ボ
ル
ギ
ー
ニ
・
ア
ヴ

ェ
ン
タ
ド
ー

ル
Ｌ
Ｐ
７
０
０
１
４
は
最
高
！
　
こ
れ
ぞ

ド
リ
ー
ム
カ
ー
で
す
。
手
は
届
か
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
憧
れ
で
す
。
日
々
Ｆ

ロ
ー
ド
を
見
て
読
ん
で
、
そ
し
て
発
奮
し
、

仕
事
に
精
を
出
し
て
い
ま
す
。

（埼
玉
県
／
下
）

あ
り
が
た
い
お
言
葉
で
す
。
そ
の
お
言

葉
で
我
々
も
発
奮
し
、
仕
事
に
精
を
出
し

ま
す
．^

首
都
高
バ
ト
ル
の
よ
う
な
記
事
が
な
け

れ
ば
、
日
本
に
ケ
ー
ニ
グ
セ
グ
Ｃ
Ｃ
Ｘ
が

あ
っ
た
こ
と
す
ら
知
ら
な
い
で
い
た
。
こ

れ
か
ら
も

一
般
の
人
が
知
ら
な
い
よ
う
な

ス
ー
パ
ー
カ
ー
、
ド
リ
ー
ム
カ
ー
、
ヒ
ス

ト
リ
ッ
ク
カ
ー
、
ノ
ス
タ
ル
ジ

ッ
ク
カ
ー

の
記
事
を
や
っ
て
欲
し
い
。

（山
形
県
／
サ
ニ
ー
エ
ク
セ
レ
ン
ト
）

一
般
の
人
が
知
ら
な
い
よ
う
な
ク
ル
マ

ね
、
な
か
な
か
難
し
い
注
文
だ
が
、
頑
張

る
―ビ

フ
ォ
ー
＆
ア
フ
タ
ー
、
大
変
面
白
か

っ
た
。
メ
ー
カ
ー
で
ク
ル
マ
が
進
化
す
る

ず

／

１

「う～ん、どこかにないかなぁ?」 と私が探してい

たのはクロメット。ダッシュの上に穴を開けてタコ

メーターのハーネスを通さなければならないので、

その部分に使えるサイズの部品を捜していたの

です。部品取り車があると色 便々利ですね。

「

タコメーターの配線が丸見えでは格好悪いので、

ダッシュの上に穴を開けて、このような感じで通す

ことにしました。この穴はダッシュ装着状態で開

けたのですが、意外に簡単でした。グロメントは」

ルフのドアで使われていたものがピンタリ。

再びダッシュの仮付け作業を行ないます。必要

最低限の物しかないシンプルなダッシュなので簡

単な作業のように見えますが、ハーネス類が短い

ことや、ダッシュの下には手が入りにくいことなど

もあり、実際には結構面倒な作業になりました。

作業をしていたら、久々に以前BISのスタンフだつ

たフランクが遊びにきました。今は某アンプル・ス

トアに勤務していてるとのこと。山崎社長の人

柄もあってか、BSで作業をしていると以前のス

タンフがちよくちょく遊びにやってきます。

ボール板でタコメーターのベース部分のパーツを

製作中の森回さん。一応カメラマンのはずですが

(笑 )、 実際には森口さんが作業している写真が

多いことからもお分りのとおり、撮影は古Q編集長

に任せて作業に没頭していることが多いですね。

ステーはボディ側もダッシュボーM則もネジ止めで

固定することにしたので、ボール板でそのための

穴を開けます。素材が柔らかいアルミということも

あり、現物合わせの作業なので、この段階ではあ

まり正確な位置決めをしなくても大丈夫。

最後に配線を繋いだら出来上がり のはすが、

コイル側の配線が外したままだったのを忘れて

いて、完成までちょっと手間取ってしまいました

(笑 )。 でもご覧のように無事に作動を確認でき

ましたし、予想したよリキレイに付いたなぁ。

ベース部分が完成したので、さっそくタコメーター

を仮付けしてみることにしました。結構ガッチリと

付いてるので、これだったらタッシュボードさえちゃ

んと固定できれば、走行中に揺れて見難いなん

ていうことはないでしょう 多分。

一度ダッシュボードを取り外して、上面にタコメー

ターの支柱を取り付ける穴を開けます。このアル

ミ複合板、こうやって曲げてあげると薄さと軽さの

害Wり には予想夕ヽ こ岡中性感の出る素材でした。質

感も良いので、やはりこれを選んで正解でした。
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